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人間的境涯において、人間性を維持すべ く、

自己否定を堅持するとき、生者よりも死者を

或いは愛するという意味で、生者も死者も

区別な く同伴者とするのは当然であり、その

意味で「イタコの想像力」を身につけるし、

イタコとなり死者の立場から生者の人間を最

も深 く洞察する、というのも肯けます。
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私は十九日から、工場出役とな り、北部第

二工場で写植 くの見習い)をやってます。夜

間のみの独居です。これは、私の「受刑」生

活における可成 りな転機であることは確かで

す。

七月十八日作業終了後官区に呼び出され、

内示を受けたものの半信半疑だったのです

十九日も、今度 tよ 午前中呼び出され、正式に

工場出役を告知され、私物を整鐸し転房を準

備 しておくよう指示され、すく・北部区に弓1率

され、そこの区長等の訓辞を受け就労 したわ

(ナ
Vご

I舞 。

二 十数人前後のこじんまりした小工場で、パソコンも導入され、作業上の性格から冷暖

房つきの、LL較的近代的工場のよう
・
です。夜さま雑署

｀
で:ま ありませんが、東拘の新舎のごと

く新 しく、フェンスもなく、横幅も広 く、 トイしも洋式で、厳正独居で :ま ありません。やっ

と (比較的)並の扱いというわけです。しかヒ/、 普通なら一週間ある訓練室の訓練期間

がな く、行進 tま たいしたことないが、出還房時の、1乍業衣と舎房着の着替と、検身 (い わ

ゆる「裸検身」とか「裸踊 り」といわれるもCrD)な ど途惑い、まごつくことが一杯です。

それにしても、十五年振に広いグラン ドを走 り、工場メンノ`ゞ一と若千雑談したり、共同食

事 し′たり、共同掃除したりするのは、なんだか私にもま“奇態"で す。今日 (日 )は「覚醒

剤を許すな」という防犯ビデオを集会室で見た。私と同年輩か上の人も若千いますが大半

は若 く、二十代初め傷ひともいるわけで、皆親切で紳士的で真面日な人達ですが今後 この

工場仲間と巧 くやってゆくことが重要です。

獲得された成果をま、今迄 入並み以下の、超差別の処置を受けていたのが、やつと並にな

り、又、並の課程に入ったというに過ぎず、出獄 したとか言ったものではありません。

又、工場に出たは出たで、独居 (厳正)よ りtま マシだが、ここにはここで、種 々な、剛‖

れぬ、不当な規律もあり、本来なら二年前に通過 している新入生活を、今改めて完了しな

ければならないとか、府刑お得意の、例の最初が大事という、出鼻を叩 くという対応もあ

り新 しい緊張関係が開始された、と見ています。だから、極めて複雑な気持ちです。
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とは言っても、やは り予断と偏見の予防拘禁の厳正独居の雑を打破って出役 したとぃぅ
点では、若千の高鳴る勝利感があります。この勝利は決 して屈服や妥協によって得たもの
ではなく、又、犠牲や忍苦、果敢な決断力や叡智、高い知的道徳的文化的力、粘 り強い持
久的精神あるい:ま 、人民奉仕無償の精神を基礎とする上 し 1ヽノ .`民解放の政治・思想路線や
正確な彼我の関係評価、外と内の長い経験のなかで蓄積された信頼関係、あるいは、その
tt lな 我 々を情爆 し支持 。支援 して下さった弁護団や人民の力、等か総合された、激烈な
政 :き 的 C思警お轟Jltifょ =,ご

｀
綺 られたものとtiえ ます。ある、、li、 府刑・法務省の予断と

1肩 昇,0予 防拘禁路線を真 .)ゃか
`i静ヒ辛ザl´

‐、そ
『

i正 当性 i「:ず,え :二 尋られな成果といえるゎけ´
〔、政 して、手鐘な過程と tょ ぃぇなし:二 年間の悪戦苦繭覆)な かで勝 ち取 ったものといえま
す。これ tま 、私達やSQ勢 沖問や弁護画ほ強ぃ人格的誇 りと自信を与ぇてくれるものと、思:

うし、この経験を今後の獄中生活の中にもいかしてゅきたぃ、と思 う。ぁるいは、この成
果と経験は、私以外の人で、厳正独居で苦 しんでいる人々にとっても、更には拘禁二法闘
争との関連でも、一定の意義をもっていると思っています。

ω 硼 (法務省)は f~鞭 贈 でTl損
害 賠 償 の 権 I IJを 留 保

組織をもっていず、強ノ]な支援網を持ってい
ず、又新人であること、等につけ込み独居固定を継続 し転向させるか、でなければ予防拘
禁を決行 し、決定的 :こ 身心を奪づ化させるか、数死をも強制せえJと 極めて強権的 。強圧的に
出てきた。このような目的を実現することは、国家権力・ 支配階級の側にとっては巨大な
戒果であ り、間ぅ人民にとっでは決定的に意気阻喪させるこ汁とな り、塩見自身にとって
は政治生命上の (ひ Lヽ では肉f本 上の)えでぁり、人民運動にど・)で 長年の階級闘争働なか
で鍛えられてきた指導的人物を喪うことでぁ り、巨大な損失となったでぁろうが、私は転
向も獄死もしなか ったばか t〕 か、ょ t,一 層f言念を打ち鍛ぇ、弁護人や反弾圧戦線の支持支
援も得、不抜にな シてしヽったこと。その結果、永久独署も覚悟 1.で 逆に独層を抵抗の拠点
にかえ、逆に澪J炸に,費督が員講準備で問題になりはじめたこと、その結果、無数の妹がら
せや懲罰取 り調へを経て、最後は降房の右翼ほ挑発させた りする細ェをしたりしたが、結
局、厳正I虫層路線か、憲法 tこ、照らして見

―
t‐ 両立 し得ない予断と偏見に基づく、治安維持法

の予防拘禁陶線
｀
F轟 4こ と'を 認繰ぎ馬をぇず、「塩見がすればI貿 署のことを書 くから、独居

を持続する」といった、奇弁も、意味をなさなかったとぃうことでぁろう。強力な抵抗に
あつて、もうこれ以上理不尋な厳正独署を二年以上継読出来なくなったとぃぅことでぁる。
このように見て くれば

｀
、我 々の側の無条件な勝利であり、我 々は府刑によって不 当極 ま

る種 々な不利益・ 損害を受けたが、一応独居固定は解除されたわけだからこれまでの我々
の言明からして、訴訟準備を取 り止めるが、我々の側に責任追及と損害賠償の権利がある
ことを留保 してお くへきと思っています。
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―
――  ヒ ュ ー マ ニ ズ ム と 民 主 主 義 の 勝 利

(b)こ の勝利の要因は沢山あ りますが、その最大の因は、正 しい政治路線と思想路線を

我々がもっており、とりわけ思想路線としてのhumanismと 民主主義路線を、天皇制資本主

義の監獄体制 と厳正独居路線批判に適用 したことにあると思います。天皇制官僚専制の獄

中者人権無視に対する、人民の立場 (マ ルクス主義)か らの、ヒユーマニズムと民主主義

の思想闘争の勝利 といえます。このことは、憲法に明記される、平和的民主主義的な主権

在民の思想と基本条項を人民の立場で守 り、発展させるか、他方での象徴天皇制のマヤカ

シに無批判に追随 し、これを戦前天皇制ファシズム復活に向け利用せんとするかの鋭い思

想闘争でもあり、前者が勝利したことを意味します。監獄は日本社会と権力の縮図であり、

支配階級の本質と特質 を典型的に示 し、それゆえに人民の自己解放の道も、典型的にそ

こに内包され、天皇制官僚専制に対する人民の立場でのヒ、ューマニズムと民主主義の政治

思想路線が最も有効最適であることが立証されたともいえます。

確 固 た 1る 路 線 0勝 利

(c)我 々の歴史か らすれば、新左翼 。プン ト・ 赤軍派 (連赤やプロ革派)総括の正しさの

証明といえます。新左翼が「日帝打倒 。社会主義革命」を呼号 しつつも、肝心の前近代的

専制の天皇制 (対米従属の)に は愛昧で一一それゆえ資本主義批判にも愛昧一―かつ近代

の人間讃歌 。民主主義 (自 然主義・ 科学主義)の歴史的意義を (一一その限界も知悉 しつ

つ)を完全には身につけていず、天皇制的前近代性を封建社会主義 として引き摺 っている

のに対して、政治的思想的問いの対象を対米従属の天皇制資本主義 と定め、人民の立場か

ら、近代のヒューマニズムと民主主義を実現 し、他方で同時にそれを修正主義と違って固

定化せず、超近代としての資本主義打倒社会主義 (共産主義)の方向に、一個二重連続的

に闘う政治・ 思想路線の勝利といえます。我々に、この路線が確固としてあったがゆえに

頑張れたのだと思います。

引 き 続 き 監 視 を 1

(d) 「風雪」No.20号 や本年二月分の手紙でも明瞭にしたように、向こうに道理や原則

がな くこちらに道理や原則がある場合は、如何に相手が強大でこち らが極小でも、この信

念に基づき、人民を信頼し、人民奉仕無償の精神を燃え立たせ、犠牲を覚悟 し、決意を固

め、又正 しく彼我の評価をもち、正 しい手順をもてば、相手はみかけは強大だが “ハリコ

の虎"で あり恐れるに足らぬこと、このような観点に立ちつつ、闘わず、妥協・ 譲歩すれ

ば相手になめられるばかりで、当然得 られるものも得 られず、奴隷にさせられ、人格的に

崩壊 し自滅させられてしまうこと。とりわけ私の場合は、規律を守 りつつも、人民に依拠

して闘いながら進むことによってのみ勝利も得られ、自衛や改良の成果も勝ち取 られるこ

と。
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今後事態がどう展開するかは予断をゆるしませんが、思想信条の自由、表現の自由、コ

ミュニケーションの自由等、基本的人権を守 りつつ、他方では監獄規律を極力遵守 しつつ

進みます。「風雪」 NO。 20号の冒頭の「原則は松、現実対応は柳」の姿勢です。

当面これ以上のことは言えませんが、ただ、工場における新人生の不馴れにつけ込み、

権利を制限したり二年間の独居で獲得 した権利の象J奪には闘うつもりです。とくに外 との

手紙や面会の権利や本、バンフの差 し入れ受領、弁護団には引き続 き諸人権上の保護のた
め積極的援助を得たいです。「風雪」を軸に、破防法の予防拘禁 (こ れは広義の)路線に

対して大衆運動としての監視を強めて下さい。

‐ 文 芸 批 言平

(985.7。 21)

受 汗OJ者 0  
「

読 書 感 想 文 」 4奎 読 ん で

井伏の「山淑魚」に考えさせられること

連体中「関東矯正管区主催 (東京矯正管区編

集)58年文芸コンクール入賞作品集、なるパン

フレッ トが回覧されてきました。

絵、習字、読書感想、創作、詩、短歌、俳句

版画などである。

西は静岡、北 tま 新潟、長野、関東一円では、

黒羽、千葉、横浜、川越、栃木、松本少年刑、

愛老、久里浜、多摩、新潟少年刑、東拘、八王
子医療刑、喜達川刑務支所、等、関連全域から公募されていた。初耳の施設もあ ります。
この種の受刑者の作品は、獄中者としての苦悩が表現され、なかなかおもしろく、芸術性
も十分含まれているのですが、他方では、当局の「購罪」姿勢要求ゆえ、また、獄中者の
「混乱」ゆえ不自然で、官制的印象も免れません。しかし、時々は、このような制肘を突
き抜けた秀逸なものもあるのです。「全国矯正協会」発刊の「人」新聞の全国コンクール
などです。私も許されるなら、今年は何か書こうと思 っています。 しかし、独居では不可
でしょう。さて、このバンフレッ トのメインの「読書感想文」 (成人の部)の分野の、
「優秀」作品の「山淑魚」 (川越少刑のKo M氏 :丼伏鱒二作品の感想文)についてです。
これは、「最優秀」の「新平家物語」の感想文に続 くものですが、一席のは、表現技術は
上かもしれないが、感想の脈絡が不自然で、最後の方は当局にこびたりしているのに比 し、
K.M氏 のは思想に値する香 りが漂い、短文ながら、種々な論点が よくまとめ られ、達
意なのです。 しか し、何かひっかかるところがあ り、考えさせられ、最初は、人それぞれ
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の思想的立場によって、その感想がこも違うものかという単純なもので したが、結局「更

正」とは何か、いうことを再び考えさせ られるに至った。

井伏の「山淑魚」は極めてポ ピュラーな彼の代表作で、私も獄の官本で一度再読 したこ

とがあります。私は天皇制ファッ ショの軍国主義時代の屈折 した暗ゆでの、文学的時局批

判として読んだ。時代と真っ向から闘わないが、といって時局に迎合する態度を嫌い――

“とか くメダカは群れたがる"と言いつつ一―厭世として、岩屋の穴蔵に逃避し、自己を

「孤高」と称 して、傍観者風に生きる人 々 (井伏を始めとする)、 その人々はその自己満

足の逃避性ゆえに、自己肥大病に陥ちこみ、今度は、自らが進んで入った穴蔵から脱け出

られず、幽閉の憂き目に遭う。そ してそれを同伴された蛙が 朝笑 し、やゆするものだっ

たと思う。この蛙をどう捉えるかが問題なのですが、私は時代に対する人々の良心、闘う

左翼人民の心と見、結局は蛙の非難を甘受 しつつも「孤高」と自惚れて逃避に安住する人

々の内面を描よヽたとみました。井伏は若い時プロレタリア文学に影響されたりし、戦後は

軍国主義批判 (反省)の作品やヒューマンな民主的医師の物語等もあります。ところが、

Ko M氏はF・ カフカが「人間は生まれたその時から、自分で独房をつくり、自己拘束 し、

最後は死刑囚として刑殺される宿命にあり、その主観主義から脱け出 られない」といっ

たような主張で、人間を超歴史化 し普遍化 して捉え、独 り善が りに自分自身の殻をつ くり

上げ、そこから一生脱け出せず、呪縛される運命にあると見る。山淑魚は、正にそのよう

な “頭デッカチ"の自己肥大性ゆえ、自己が入り込んだ岩穴から出られなくなり世を怨み、

自分を怨み、絶望する。そ してそれに飽き足 らず、紛れ込んだ、蛙 も巻添えにしょうと

する人間であると見る。蛙は、その仕打ちを非難するが、最後は許 し、その態度に山淑魚

も、心を開き、詫び、両者は理解 し合い穴蔵の不自由を超越 して愉しく共棲する、と見る。

ところでこのKo M氏 はここから一挙 に蛙をキリス ト (救世主)と 見、人間の原罪とし

ての「主観主義の思い上が り」は、ただただ、「キリス トの愛によってのみ、狭い穴蔵か

ら「寛い世界」に脱け出ることが出来る、と、主張するわけです。この人は熱心なキリス

ト者の思想家だったのです。山淑魚と蛙の関係は、悩める人間とそれを克服する価値観と

いう図式では私と彼とは極めて共通するところがあること。相違はそれを私が徹底して此

岸的に捉えているのに対 して彼は彼岸的に捉えているところです。「犯罪」を「犯罪者」

の資質や精神に帰する思想の地盤では「うE罪者Jの更正は体制の矛盾に目をつぶ って、社

会復帰する以外にない。この問題に適当に対措する人はごまかせるが、真 しな人や無期囚

や死刑囚 tま 、それが不可能のゆえに、宗教的世界に自己を超越させて く観念的にだが)し
か救われる途を見出さない。死刑囚は何等かの立場で、体制の矛盾・ 社会変革の展望を見

出せない場合、国家の名による支配階級の人民虐殺制度たる死刑を宗教的境地で受容 し、

殺される以外にない。国家権力と癒着 した宗教の役割は明瞭です。「人」新聞 (四月号〉
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に掲載された「蒼自き犯罪者」というェッセィではこういう「更正」の絶望性を表現 して

いた。ある文学好 きの強盗殺人の無期囚は、その文学的モチーフを晴罪に設定 していろい

る書いたが、ある日からバ ッタリ書かな くなった。その原因については沈黙 していた。そ

して十数年たって仮釈で出獄 したが、楽 しかるべき出獄に拘わらず、彼は一年後 死 して

しまう。彼が真 しであったがゆえにこのようなしょく罪の有 り様は、その本質を顕わ した
のである。私は、実際的な矛盾を凝つめ、権力と癒着せず、具体的に人民を救済する宗教
運動を肯定する。観念論であろうとこのような宗教者を尊敬する。 Ko M氏 の人生が矛盾
に充ちた.苛酷なものであったとを拝察 しますが、願わ くば、社会や監獄の矛盾を凝つめ実

際的で批判的で、自由で民主主義的精神を保持 して頂ければと思う。 (4/29執筆の手を入
れ掲載 6/23)

「
映 画 監 督 」  (長 部 Eヨ 出 雄 著 ) 璃蟄 読 ん で

時代に対する姿勢を評価する
★ 長部日出雄「映画監督」 (新潮社)読みました。

長部氏がどんな人か全然知 りません。文章からしても私 より上、 しかももう一月 り位上
の人の印象を受けました。作家のようですが、「映画監督」の職業上のことにも割か し詳
しいので、映画監督もやられているのか、とさえ思った。でな くとも可成 り、映画に興味
をもってる人のようです。この作品が、文学的に成功 しているか否かはわか りませんが、

長部氏の時代に対する姿勢を評価する。「戦後の日本は死者によって守 られている (虐殺
された三千万のアジア人民や三百万の同胞や治安維持法弾圧に抗して闘って死んだ人々)」

然 りである。「この守って くれる死者が記憶されている限 り日本は安泰だが、風化 して、

枯れ木になれば崩壊する。枯れ木に弔いの花を咲かせ、はっきり人 々の記憶に刻み込も
う。治安維持法で殺された人々の墓標を燃や して、その灰で花を咲かせよう。」全でを相
対化 し、忘却 して しまう動 きに対 して「花咲かせ作戦Jは大切です。

この姿勢で、戦前の治安維持法との闘争者

被虐殺者の抵抗哲学者三木清 (小説では内田

淳)を 復権 し、彼と合流して現在の反動化情

勢と闘おうとする主張はよい。この小説は、

相当手の込んだ手法が入って若千ゴチャゴチャ

した印象も受けますが 、哲学的 ・ 思策的意

義においては、秀れたものがあると思う。特

に抵抗する (長期)被拘禁者の、内面を推察

し分析 しているところに、自己対象化を促さ
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れ、いろいるハッとさせられるところがありました。 <何故、氏が題名を「映画監督」に

し前半部「映画監督論」を展開 しているのかよくわか りませんが、要は、現在の情勢で、

言論・表現の自由が侵害され始めているのに対 して、芸術家達の代表として、映画監督を

設定 し、現在の映画界一監督の資本への隷属と無抵抗的安逸状況を批判 し再生を促す意図

もあるのでしょうか。「体を張って闘わず、体を張って闘う人々の尻馬に乗 り対 (ヒ サシ)

を借 りて、母屋を乗 っとろうとするJ「……なんの才能もないのに、自己顕示だけは、

やたらと強 く、人の上に立とうとする……人のふんどしで相撲をとろうとする」「反権力

の御託宜を並べ立てるが、なんの責任も感 じない」

とかこきおろしてもいる。これは氏自身の内省でもあるのだろうか。

現在の氏の置かれている立場では、現在の状況を撃ち、闘う被弾圧者達と連帯するには、

二重 。二重の媒介装置を設定する必要があり、又その方が効果的な面があるのかも知れ

ない。ともあれ、氏が単なる過去の復権ではなく、現在の被弾圧者達への鼓舞激励を志向

していると理解する。

すぐれた被拘禁獄中者の生活・ 意識状況の推察

◎ 長部氏の小説作法がどんなものか知 りませんが、この小説を読めば、その一端は窺

えます。氏はそれを映画監督の技法 として語 っている。つまり主人公に徹底 して想い入れ

し、自己同一化 し、そのことによって想像力をかきたてていく、というものであろう。そ

ういうものとして、内田に想い入れ をし、内田の獄中でのが癬病への羅病に対 しては、

映画監督をも想い入れの強さゆえ羅病させる恰好にし、その自己同一化の想像の極で、内

田を現代に招魂・映現させ、監督と出会わせるのである。そして二人して、新ファッショ

と闘う展開を設定するのです。展開が現実から出発しつつも、過去や未来が、入 り混 じっ

た、想像上の世界と現実とが区別がつかない世界へと到 り、最後に現実に勝利者として選っ

て くるという風になっている。氏は治安維持法の反人民性・ 反民主主義性を現実・ 過去

の反省と未来の洞察を綜合 しつつ、印象付けようとする。この導入は、停1の カフカの「審

判」を使 っているので しょう。カフカのは、或る日突然刑事がやってきて逮捕され、拘禁

され、死刑を宣告されるといったものですが、彼はアウグスチヌスの宗教哲学などに傾倒

した観念論から、ファシズムに対する批判・ 不安を、極めて象徴的手法で語るものだった

と思う。 しか し氏のは、極めて世俗的現実と象徴的想像世界が重な り、必ずしも文学的に

は成功していないのではないか。〉 くまあこんなことは私にとってどうでもよいのです。〉

氏が、戦前、戦後の被拘禁獄中者の生活・ 意識状況を調べ、それを氏の 人生体験 と引

き較べつつ可成 り正確な推察を行っていることです。

○  「偉大と悲惨の弁証法の中に、ふ と隙間か ら滑稽感がしのび込む」 (こ れを自分に

ついても考えます。滑稽で良いと思 う)
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○  「近頃私は死というものを、そんなに恐 しくな くなった」 (三木 「人生論ノー ト」、

その通 り、愛する人々や親 しい人々が彼岸にゆけば、その人達にこそ、早 く会いたい、と

思うようになるで しょう一―単なる死願望でなく闘いの果てでのことだが)

(a) 「独房は意識下の夫現像のフィルムをポデに変える暗室である。外界での1遠近法 |

が、成功者―普通人一失敗者―無力者―病者一死者、といった順に、段々小さくなっていっ

たとすれば、独房からは、死者や病者や無力者や失敗者が身近な前景にあり、今の世の

中にうまく適応 しているものが、中景にみえ、成功 し今時めいている人が、もっとも無縁

で、遥か遠景にあるように感じられる。日常的な『生の見方』から遠 く距たって、しかも、

ムシロ、生の深い洞察を合んでいるのかも知れない。死の見方とこま、後者の遠近法をさ

しているのではないか。」

(b)「生者の側から死者を見るのではなく、死者の胸中の陰画を推 し:買Jっ て語 るイタコ

の想像力を身につけて………、現実を観察は出来ても、それに関わることの出来ない、正

者の側から生を見つめるのが、光源の位置を反対にして、撮影機を映写機にかえることに

なるのではないか」

(c) 「外で元気に動きまわっていた時、いつも気になるのは、仲間や同世代の成功者で、

嫉妬や羨望や敵意を掻 き立てられた。表面では枯淡 とした風を装 っているが、自分も成

功したいと願 っているからに他ならない。仕事が巧 くいってない、仲間や金に困ったり、

病気に苦 しめられたりしている友人が心に気にかかることはなかった。独房で絶望的気分

に駆 られた時、まず思い出されるのは、そうした日頃忘れていた友人であったし、苦労さ

せ、死なせた母であり、苦労させ続けた妻である。

これ迄気がついてなからた、懺悔 と後悔の陰画がつぎつぎに、陽画に反転 し、鮮明にな

り、罪の意識に苦 しめられるのである。」  等 々。

氏は、抵抗獄中者の生活 とその内面を、よく省察するに足る、秀れた人生の経験者であ

り、一寸 した精神分析者とさえいえる。正に治安維持法状況を批判 し、闘うその核心は権

力の理不尽な投獄・ 獄死攻撃に対 して、種々な絶望的試練に打ち克 って、雄 々しく毅然と

闘う、その抵抗者の内面を描きだすことにあるだろう。その意味で、氏はこの小説の核心

を押さえているといえる。破防法の予防拘禁とこの十六年闘い、今も刑務所で新たな攻撃

を受けている私も上記三点などは、とくに肯首 し得ます。勿論これは内面の一つの側面と

してですが。

死者の立場か ら生者の人間を深 く洞察する「イタコ」の想像力

コミュニス トを志向 しながらも、未だ小市民的尻尾を引き摺 っている、若い苦労知 らず

の1居倣 とも言える未熟な娑婆の闘争者の時代、闘いの大義の影にか くれて、無意識ながら

自分が踏みつけたり、切 り捨てできたり、或いは、見向きもしなかったような、被差別の、
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被抑圧の人々、自分を真底から愛 して くれたが、大義に夢中で、よ く気が付かず邪険に

し軽 くあしらったり、眼中に入れなかった人 々、或いは、自分を信頼 し、行を伴にし、自
分の来熟性も手伝い、生命すら犠牲にした人々、これ等の人々こま、意識にのぼらないもの

である。大義にまい進する、青年の特権の如 くして何がしかの、身勝手・ 我が儘を行 って

きF_・ と言える。 t/か し、超長響勢.轟 1、 羊摯11押 電さ象、I壼 雪数ギリ禁脅轟々は、このよう

な思い上がりを簡単に打破 り、ほんの菫 末の思想的欠陥すら、容赦なく暴き出す し、世俗
的な権能や虚飾やきずなの一切を奪い尽 してゆきます。社会の最底辺・最下層に陥 し込め

られるのですから、機il i、 聞的評価の i違近法」 11逆転 じし,′_ご 晨か議念的に tよ 苦定 し

た、自らの出自階級か ら訣聯iし 、参画 1/よ うとした階級は目前にある。彼が自己の信奉す

る思想・ 理論に忠実でぁり続けょ ぅヽとしF、 そ勢見地から現状菱提えようとする時、マルク
ス主義 tま か ,っ ての如 くいかめし,い 当為の教粂ではなく、獄中者を始めとし、抑圧・ 差別さ

れた人々を申心ζこし、人FH5を 最尊貴 し、愛 し、このような人々と自分が共 FE~lし て人間らし

く生き抜 くとをヽう極 くありふれた、日本の現実を唯物論的なこ反映する内容であり方法であ
ることを理解するのである。

幾度も繰 り返される絶望 と懺悔と悔恨の申で彼が迷惑かけた りしたが、その人達の解放
なしに自分の人間的生があり得ないような人を、邪険にしたり面倒がったり、無視 したり
したが、実は彼を真底から愛 してくれた人々、自分を本当に1言 して くれた同志達を発 見す
4のである。棉源的 :こ 絶望 l… 安弓tFぜ婆ザt腎 11鷲IFt t itし 僣′li l,事 態か畿年も畿年も続
くとき、彼 tオ ー体何に立脚 して生きるのだろうか。それιよ、彼か信奉する思想を信奉 し、

彼を愛 し行いをどこまでもともにする彼が愛 してやまない人々の存在であろう。その時1で

も、今は死者となってllる が、かって真底から自分を愛 してくれた 人々であろう。その人
々tま 、彼にとっては神であり、二σ〕人々と毎菫交感 し、その 1、 々の希望 と恨みと激励、慰
撫、競舞、無限の信頼を源泉ほして迫害に耐 iう のであ4。 そのクに、死者に近い形で非
ム、間を強争|さ れた人.々 が続 くのです。最も非

′へ聞的境涯において、人間性を維持すべ く、

自己否定を堅持するとき、生者よりも死者を

或いは愛するとぃぅ意味で 、生者も死者も

区別なく同伴者とするのは当然であい、その

意味で「イタコの想像す]」 を身につけるし/、

イタコとなり死者の立場から生者の人間を最

も深 く洞察する、というのも肯けます。

か くて、永久的に押 し寄せる絶望との果で

しない闘いに勝利し、くる日もくる日も自己を凝め続け、回想し続けるとき、正に「独房
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は意識下の未現像フィルムをポジに変える暗室」となるのである。

しかし、この闘いは、懺悔と悔恨にのみ終始する静浄の1疹道僧の生活では決 してないし、

老人が優 しい心をもって、過去の回想 に耽ることとも全 く相異する。刑殺や獄死にもた

じろがない、不抜の岩盤に立脚 して、天皇制帝国主義を撃たんとする闘争者の一―世間の

人々の想像を越えた一―晴やかで自由な、聖なる闇争者の営為としてなのです。

ー 1

|

会 言十幸壽畿 く、'R卜 、4/11-7/11理

盤人   く り こし

会   費

カ ン パ

紙   代

41302

1ヽ 000

13100

5609

J

|

言
´
ト

支喪

75302

郵 送 費

事 務 費

印 刷 費

表現連会費

― 一 一 一 ― ― 一 ― 一
―

―
― 一

―

―
… … ―

― ―
―

一
― 一 一 一

― ― J

――― 依然 として続 く懲罰 。いやがらせ攻撃

本号「獄中通1言 」で報告 書ぬ塩見氏の手紙が数

日差 しtLめ られかかと思‐うと、同時に七月二十五

日、真夏日勢続 (f事苦 しい夜、上半身裸で寝てい

たという容疑 で懲罰取 り調べに入った。七月二十

日の面会では、う・ってかわって粗末な半袖半ズボ

ン姿で現れた。取 り調べ着だとのこと。「身分 J

に合わせて着夕を変ぇるな基て、まるで徳,|1封建

時代ではないか ! 氏は「上半身裸で寝たわけで

はない。たくしあげていたかもしれないが」と言

ている。府申刑務所としては「温情」で工場に出

してやったのに「勝ち取ったJなんで言われちゃ

困る。そんな事言う輩ιま見せしめのため、懲罰に

してやるぞということなのであるう。囚人は従順

であるべ し、屈服すべ し、人格なんか持つべから

ず、却l務所 tま ただひたすら封建的奴隷、更には古

ニ

ー

29940

1750

16000

1000

48690

1盤
_IttLI

代奴隷をつくり農そうとしている。ひたすら社会的適応力を奪い取 るものとして行刑制度

があこかのようだ。府胸1当 時 :ま 直ちに塩 電氏を■対するひ壽がらせ、ためにする懲罰攻撃を

やめよ !

「獄中通信 (25号 )」 の続きは、厳正独居

により、塩見氏自身による報告に差 し替え、

の続 きは別バンフに改めて発行する予定でい

ます。又、「厳正独居」特集資料集バンフも発行を予定 しています。
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―塩
景言iテ了墓二基雲彗警T」

先日の「THE DAILY YOMIURI」 紙に紹介された塩見氏に対する「厳正独居J記事は、内

外に大きな反響を呼び ましたがここれに続きイタリアの「Esteri」 紙 5月 25日 号に同様の

記事内容が掲載されました。今後とも、 ヒューマニズム下~人権擁護、民主主義の見地か

らする国際的監視の輪を拡げていこう !
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